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形成過程の一例を示す｡円筒容器の壁付近に配置した30本の渦は (何故最初壁近傍から出発
するかと言うと､渦は必ず壁からnucleateするから)､回転しながら内に侵入してきて､ある臨
界半径に達すると一見randammotionを行いつつも (図5(a))､最終的には格子形成の平衡堺
態に適して終わる (図5(b))｡この状態は完全な三角格子ではなく､円筒容器の持つCircular
Symmetryのため変形している｡現在､格子形成のDynamicsのより詳しい研究を行っている｡
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